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福岡和白病院 

福岡和白病院の基本理念と基本方針 

１．高度医療　�学問的に、技術的に高い水準の医療を提供します。
そのために必要な施設・設備の整備拡充に努めます。

２．チ−ム医療　�患者様の目線に立った安全で安心できるチーム医療
を提供すべく、急性期医療から、早期リハビリ、退
院支援まで、ニーズに沿った医療を提供します。

３．地域医療　�いつでも誰でも安心して利用できる、救急医療に
重点を置いた地域の中核病院を目指し、地域の医
療施設・福祉施設と密接な連携を推進します。

基本方針

基本理念

手には技術、頭には知識、患者様には愛を

　第 27 回東区自衛消防隊操法大会

で優勝を果たしました。もしもの際

には、迅速な消防活動をお任せ下さ

い。

　恒例の合同学術研究発表会が開催

されました。その中で、医局の吉田

先生と看護助手の秦さんが銀賞を受

賞しました。

東
区
自
衛
消
防
隊

　
　
　
　

操
法
大
会
優
勝

　新宮海岸にて、「大海水浴」を行いま
した。日頃、海に行くことのない職員
も多く、この機会に海を満喫しました。
家族連れで、職場とは違う一面も垣間
見ることができました。

大

海

水

浴

　外来納涼会と銘打って、内科の渡辺
淳先生のバンド演奏が天神でありまし
た。普段の物静かな（？）雰囲気とは
違い、エレキギターの演奏をされ、参
加者一同、盛り上がりました。

外

来

納

涼

会

第
17
回 

合
同
学
術

　
　
　
　
　

研
究
発
表
会

ト ピ ッ ク ス

地域医療により大きく貢献！！
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福岡和白病院ホワイトバードが本格稼働！

離
島
や
遠
隔
地
の
救
急
医
療
に
貢
献

民
間
医
療
用
ヘ
リ「
ホ
ワ
イ
ト
バ
ー
ド
」が
10
月
か
ら
本
格
稼
動
！

● 

特 

別 

リ 

ポ 

ー 

ト  　

�

　

医
療
専
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
患
者
搬
送

は
、
欧
米
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
の
場
合
、医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

一
機
あ
た
り
の
人
口
は
1
1
6
2
万
人
で
す
が
、

米
国
で
は
一
機
あ
た
り
約
46
万
人
、
ス
イ
ス
で
は

約
50
万
人
、
ド
イ
ツ
は
約
1
0
6
万
人
、
英
国
約

2
3
2
万
人
と
、
日
本
の
数
倍
以
上
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
医
療
専
用
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

　

医
療
用
ヘ
リ
の
メ
リ
ッ
ト
は
多
々
あ
り
ま
す

が
、
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
患
者
の
搬
送
時
間

の
短
縮
。
救
急
医
療
で

は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ア
ワ
ー

と
い
っ
て
、
予
後
を
左

右
す
る
メ
ド
と
な
る
治

療
開
始
時
間
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
重
傷
を

負
っ
て
か
ら
１
時
間
以

内
に
手
術
等
の
治
療
が

可
能
か
、
脳
硬
塞
な
ど

の
場
合
３
時
間
以
内
に

治
療
開
始
で
き
る
か
な

ど
、
そ
の
時
間
内
で
あ

れ
ば
救
命
率
が
高
ま
り
、

入
院
や
治
療
期
間
な
ど

回
復
に
も
大
き
く
影
響
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。
ヘ
リ
に
ま
さ
る
救
急

搬
送
手
段
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

医
療
法
人
財
団
「
池
友
会
」
で
は
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
ホ
ワ
イ
ト
バ
ー
ド
」
を
独
自
に
導
入
、
６
月
27
日
か

ら
運
航
を
開
始
し
ま
し
た
。
民
間
に
よ
る
医
療
用
ヘ
リ
は
、
沖
縄
県
を
除
け
ば
全
国
初
の
試
み
。
運
航
当
初
は
福
岡

和
白
病
院
の
屋
上
へ
リ
ポ
ー
ト
を
拠
点
と
し
た
仮
運
用
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
10
月
か
ら
は
宗
像
市
に
整
備
し
た

専
用
基
地
で
本
格
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
、冨
岡
譲
二
医
師
（
救
急
搬
送
シ
ス
テ
ム
部
部
長
、玄
海
ヘ
リ
ク
リ
ニ
ッ
ク
所
長
）
に
ホ
ワ
イ
ト
バ
ー

ド
の
目
的
や
意
義
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　

医
療
用
ヘ
リ
の
メ
リ
ッ
ト
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る

の
が
搬
送
時
間
の
短
縮
。
救
急
医
療
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ア
ワ
ー
と
い
っ

て
、
予
後
を
左
右
す
る
メ
ド
と
な
る
治
療
開
始
時
間
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
重
症
の
ケ
ガ
（
外
傷
）
の
場
合
、
１
時
間
以
内
に
手
術
等
の
治
療
が

可
能
か
、
脳
硬
塞
な
ど
の
場
合
３
時
間
以
内
に
治
療
開
始
で
き
る
か
な
ど

で
、
そ
の
時
間
内
で
あ
れ
ば
救
命
率
が
高
ま
り
、
入
院
や
治
療
期
間
な
ど

回
復
に
も
大
き
く
影
響
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
時
速

2
0
0
k
m
以
上
で
、
海
を
隔
て
た
離
島
や
、
厳
し
い
山
岳
に
阻
ま
れ
た

遠
隔
地
域
に
も
最
短
時
間
で
到
達
で
き
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
地
域
に
お

住
ま
い
の
患
者
さ
ん
で
あ
っ
て
も
ゴ
ー
ル
デ
ン
ア
ワ
ー
内
に
最
先
端
の
治

療
を
受
け
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
を
大
幅
に
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

冨
岡
医
師
は
「
導
入
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
ま
ず
、
日
本
初
の
民
間
医

療
用
ヘ
リ
が
活
躍
し
て
い
る
沖
縄
県
を
視
察
し
ま
し
た
。
沖
縄
県
は
多
く

の
離
島
を
抱
え
て
お
り
、
民
間
ヘ
リ
は
こ
の
よ
う
な
離
島
の
患
者
の
医
療

に
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
ツ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
視
察
か
ら
帰
り
、

池
友
会
の
蒲
池
会
長
に
、「
沖
縄
は
離
島
が
多
い
の
で
う
ま
く
い
っ
て
い

ま
す
が
、
内
陸
で
は
運
用
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。」
と
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
蒲
池
会
長
か
ら
「
北
部

九
州
に
も
離
島
は
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
。」
と
い
わ
れ

ま
し
た
。
確
か
に
、
北
部
九
州
に
も
、

壱
岐
・
対
馬
を
は
じ
め
と
す
る
離
島

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
内

陸
部
で
も
、
最
寄
り
の
救
急
医
療
期

間
ま
で
三
時
間
近
く
か
か
る
地
域
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
実
際
、
あ
ら

た
め
て
こ
の
よ
う
な
地
域
へ
調
査
の

た
め
に
お
伺
い
し
、
同
じ
心
筋
梗
塞

や
脳
卒
中
で
あ
っ
て
も
、
治
療
成
績

が
都
市
部
に
比
べ
格
段
に
悪
い
こ
と

を
聞
か
さ
れ
愕
然
と
し
ま
し
た
。
池

友
会
は
以
前
か
ら
地
域
医
療
・
救
急

医
療
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
よ
う
な
地
域
格
差

解
消
の
た
め
に
、
池
友
会
が
自
前
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
運
用
し
よ
う
と
い

う
の
は
、
ご
く
自
然
な
流
れ
の
中
で
決
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ホ
ワ
イ
ト
バ
ー
ド
は
、
池
友
会
グ
ル
ー
プ
４
病
院
（
福
岡
和
白
病

院
、
福
岡
新
水
巻
病
院
、
新
行
橋
病
院
、
新
小
文
字
病
院
）
で
共
同
運

用
さ
れ
ま
す
。
運
用
範
囲
は
、
池
友
会
4
病
院
か
ら
お
お
む
ね
半
径
約

2
0
0
k
m
以
内
で
、
壱
岐
・
対
馬
は
も
ち
ろ
ん
天
草
・
大
分
や
、
山
口

県
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
地
方
の
一
部
、
さ
ら
に
は
四
国
の
一
部
ま
で
、

広
範
囲
に
カ
バ
ー
で
き
ま
す
。

　
「
例
え
ば
対
馬
の
場
合
、
島
内
に
も
設
備
の
整
っ
た
医
療
機
関
は
あ
り

ま
す
が
、
幹
線
道
路
か
ら
は
ず
れ
た
地
域
の
場
合
、
医
療
機
関
ま
で
車
で

２
時
間
以
上
か
か
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
ホ
ワ
イ

ト
バ
ー
ド
を
用
い
れ
ば
、
最
短
の
場
合
、
依
頼
か
ら
約
１
時
間
半
ほ
ど
で

で
福
岡
和
白
病
院
に
到
着
で
き
、
島
内
で
の
移
動
よ
り
早
く
治
療
が
開
始

で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
内
陸
の
へ
き
地
で
も
同
様
で
、

そ
の
地
域
の
基
幹
病
院
に
陸
路
で
搬
送
す
る
よ
り
、
ホ
ワ
イ
ト
バ
ー
ド
で

池
友
会
4
病
院
に
搬
送
し
た
ほ
う
が
、
よ
り
早
く
医
療
が
受
け
ら
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
得
ま
す
。」
と
冨
岡
医
師
。

収
録
日　

二
〇
〇
八
年
十
月
九
日

取
材
ラ
イ
タ
ー　

石　

田　

真
奈
美

■� 
搬
送
時
間
を
短
縮
、
迅
速
な

　
　
　
　
救
急
医
療
で
回
復
も
早
く

■ �

対
馬
ま
で
片
道
わ
ず
か
30
分
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
リ
な
ら
で
は
の
威
力
を
発
揮

■ 

公
的
ヘ
リ
が
タ
ク
シ
ー
な
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
ホ
ワ
イ
ト
バ
ー
ド
は
路
線
バ
ス

機中の冨岡医師。患者の頭部側に座る。機内ではヘッド
セットを装着し、マイクを通じて互いに会話する。意外
に揺れも少なく安定した飛行だ。

患者は、ヘリ後部のドアからストレッチャーごと搬入する

後方から見た「ホワイトバード」。
近づくと意外に大きく迫力がある

福岡北部からの飛行時間

医
療
法
人
財
団　

池
友
会　

福
岡
和
白
病
院　
救
急
搬
送
シ
ス
テ
ム
部 

部
長　

冨　

岡　

譲　

二

玄
海
ヘ
リ
ク
リ
ニ
ッ
ク 

所
長

美しい白い機体の「ホワイトバード」。遠隔地の救急医療で活躍が期待される



◎
小
説
・
池
友
会
病
院

　

医
療
法
人
財
団
「
池
友
会
」
は
、
そ
の
35
年
間
に
渡
る
活
動
、

足
跡
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
小
説
「
池
友
会
病
院
」
下

駄
ば
き
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
10
月
下
旬
に
刊
行
し
た
。

　

つ
ぶ
れ
か
け
た
19
床
の
病
院
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
35
年
間
で

７
病
院
（
1
、4
0
0
床
）
を
軸
に
、
看
護
学
校
な
ど
六
つ
の

医
療
系
専
修
学
校
を
経
営
す
る
一
大
医
療
グ
ル
ー
プ
に
成
長
し

た
。

　
「
お
れ
は
大
学
の
医
局
を
ぶ
っ
つ
ぶ
す
」「
医
は
仁
術
だ
が
、

病
院
経
営
に
は
算
術
が
不
可
欠
」
と
言
い
切
る
池
友
会
の
リ
ー

ダ
ー
蒲
池
真
澄
の
痛
快
で
破
天
荒
な
生
き
方
を
縦
糸
に
、
そ
の

仲
間
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
横
糸
に
し
て
、
救
急

医
療
や
病
院
経
営
の
あ
り
方
、
医
療
制
度
な
ど
日
本
医
療
界
の

変
遷
を
克
明
に
描
い
て
い
る
。

　

実
在
の
人
物
が
本
名
で
登
場
。
人
間
の
葛
藤
や
確
執
な
ど
重

い
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
る
が
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
軽
快
な

タ
ッ
チ
で
面
白
く
読
み
つ
か
せ
る
。

　

パ
ー
ト
１
、
パ
ー
ト
２
を
同
時
刊
行
。
問
い
合
わ
せ
は
西
日

本
新
聞
社
出
版
部
＝
０
９
２
（
７
１
１
）
５
５
２
３
。
Ｂ
６
判
・

各
1
、0
0
0
円
。

渋
田
哲
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友
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ヘ
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福岡和白病院アンコール小児病院長が訪問・小説  池友会病院 福岡和白病院ホワイトバードが本格稼働！

　

ま
た
、
ホ
ワ
イ
ト
バ
ー
ド
が
威
力

を
発
揮
す
る
の
は
救
急
患
者
さ
ん

の
搬
送
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
池

友
会
グ
ル
ー
プ
の
新
水
巻
病
院
に

は
、
人
材
・
器
材
と
も
に
整
っ
た

N
I
C
U
（
新
生
児
用
集
中
治
療

室
）
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

N
I
C
U
と
ホ
ワ
イ
ト
バ
ー
ド
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
医
療
施
設

が
整
っ
て
い
な
い
地
域
の
妊
婦
さ
ん

を
、
迅
速
か
つ
安
全
に
新
水
巻
病
院

に
搬
送
し
、
安
心
し
て
お
産
を
し
て

も
ら
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
現
在
患
者
さ
ん
を
搬

送
し
て
い
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
は
、

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
す
っ
か
り
有
名
に

な
っ
た
「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
」
の
ほ
か
、

消
防
機
関
の
ヘ
リ
、
海
上
保
安
庁
、

自
衛
隊
の
ヘ
リ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
ホ
ワ
イ

ト
バ
ー
ド
は
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う

か
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
国
と
都
道
府
県

に
よ
る
補
助
事
業
で
、
患
者
さ
ん
を

搬
送
す
る
と
い
う
よ
り
、
医
師
や
看

護
師
を
一
刻
も
早
く
現
場
に
搬
送

し
、
現
場
か
ら
治
療
を
始
め
る
の
が

主
目
的
。
こ
の
た
め
、
離
発
着
の
制

限
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
て
お
り
、
田

ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
や
高
速
道
路
で
も
着

陸
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。し
か
し
、

そ
の
反
面
で
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
対

象
と
な
る
の
は
、
ご
く
重
症
の
患
者

さ
ん
に
限
ら
れ
、
ま
た
、
大
き
な
医

療
機
関
で
の
治
療
が
完
了
し
た
患
者

さ
ん
を
、患
者
さ
ん
の
地
元
の
医
療
機
関
に
送
っ
て
い
く
、い
わ
ゆ
る
「
下

り
搬
送
」
は
し
な
い
、
な
ど
の
制
約
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
民
間
医
療
用
ヘ
リ
で
あ
る
ホ
ワ
イ
ト
バ
ー
ド
は
、
あ
ら
か
じ
め

届
け
出
た
離
発
着
場
に
し
か
着
陸
で
き
ま
せ
ん
が
、
比
較
的
軽
症
の
患
者

で
も
問
題
な
く
搬
送
で
き
ま
す
し
、「
下
り
搬
送
」
や
、
拠
点
病
院
間
で

の
患
者
や
医
師
の
搬
送
な
ど
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
ホ
ワ
イ
ト
バ
ー
ド
は
、
ど
ち
ら
か
で

す
べ
て
ま
か
な
え
る
、

と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
双
方
が
得
意
な
分

野
で
活
躍
す
る
こ
と

で
地
域
の
住
民
の
皆

さ
ん
の
健
康
を
守
る
、

い
わ
ば
車
の
両
輪
の

よ
う
な
も
の
と
い
っ

て
い
い
で
し
ょ
う
。

　
「
ス
ピ
ー
ド
で
救
え

る
命
」
の
た
め
に
、
ホ

ワ
イ
ト
バ
ー
ド
は
飛

び
立
つ
の
で
す
。

　ホワイトバードは、ドクターヘリにも多く使われているEC135とい
う機種。搭乗できるのは、操縦士のほか、整備士１人、医師１人、看護師
１人、患者１人、患者付添い１人の計６人まで。患者は後部の搬入ドア
からストレッチャーごと乗降させます。機内には心電図モニターや人
工呼吸器、酸素供給装置など最新の救急医療器機をコンパクトに備え
ており、患者の頭部側に医師、横に看護師が着席します。
　天候にもよりますが、飛行中は意外に揺れず、低騒音なのが特長。巡
航速度は約２３０キロ、最大航続距離は６３５キロ。運航はおおむね午
前９時〜午後５時で、天候に支障がない限り３６５日体制で対応しま
す。

救急医療器機をコンパクトに装備

冨岡譲二医師（左）と操縦士の浜田浩さん

搬送後は、次の飛行に備えてすぐ給油する。
毎朝の点検は機体から装備品まで 200 項目
以上にも及ぶ。

ホワイトバードの操縦席

機内には、心電図モニターなど救急設備が
コンパクトに搭載されている。下に見える
のが患者用のストレッチャー医師の座席側のドアからみた機内

カンボジア小児病院長が訪問

“アンコール・フレンズ基金”賛助会員
皆様の賛助会員費は、〈アンコール小児病院〉の貴重な運営維持費となり
ます。外来患者の一人当たりの薬代が平均 120 円ということを考えます
と、皆様の年会費６千円が、約 50 人の子供たちの薬代を支え、救って
いくことになります。アンコール小児病院維持のため、賛助会員として、
末永いご支援をお願い致します。

年会費　一口6,000円
（口数制限なし）
〈アンコール・フレンズ基金〉
福岡事務局
〒811-0213
福岡市東区和白丘2丁目2番75号
福岡和白病院内
TEL:(092)608-1210
FAX:(092)608-1241
http://www.fwab.org

Cambodia

　カンボジアのアンコール小児病院（AHC) の新院長、ビル・ハスワース氏が６月１２日、院長就任後初めて、福岡和白

病院を訪問した。ビル新院長は、和白病院の蒲池真澄前院長を表敬訪問。病院内を見学した後、歓迎会に出席し友好を深

めた。

　AHC は特定非営利活動法人（NPO 法人）「フレンズ・ウイズアウト・ア・ボーダー」（FWAB、本部・米ニューヨーク）

が１９９９年に設立され、日米両国の賛同者から集めた寄付金を主体に運営されている。蒲池前院長は FWAB ジャパン（本

部・東京）の理事長を務めており、多額の寄付金のほか、毎年グループ内病院から医師や看護師を派遣して小児病院の発

展のために尽力している。

　ビル氏は蒲池氏との対談の中で「さらなる設備の充実と、衛生面の向上

を図りたい」と意気込みを語っていた。

講演会の様子

ビル氏をかこんで

賛助会員募集
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訪問診療について カルテ開示のお知らせ 福岡和白病院福岡和白病院

　博修会和白総合健診クリニックは、平成 17 年４月、福岡和
白病院の新築移転と時を同じくして、旧福岡和白病院にて開
業し、現在に至っております。
　事業内容として
　　①予防医学に関する分野
　　②在宅医療に関する分野　二部門があります。
　　　（別表⑴参照して下さい。）
　今回は、最近注目されている後者の“在宅医療”（“在宅訪
問診療”）について、説明します。
　現在の医療診療のスタイルは
　　①外来診療
　　②入院診療ですが、在宅訪問診療は、第３のスタイルに
位置づけされます。
　“在宅訪問診療”とは、在宅（自宅、又は老人ホーム等施設
入居）の患者さんで、通院が困難な方に対し、同意を得て、
計画的な医学管理のもとに、定期的に、自宅又は施設を訪問
して診療を行うことをいいます。
　現在、我々の診療所は、約 160 名の患者様を訪問診療しています。
　脳血管障害後遺症、神経難病、担癌患者、認知症、慢性心不全、整形外科疾患等の方々が、訪問診療を受けています。
　訪問診療の地域は、和白、美和台、宇美台、高美台、三苫地区はもとより、雁ノ巣、大岳、西戸崎、志賀島、古賀、新宮、
香住ヶ丘等広範囲に渡っています。
　在宅医療は、訪問診療の他に、訪問リハビリテーション、訪問歯科診療、訪問薬剤指導等も受けることができます。
　我々は“在宅支援診療所”として、福岡和白病院と連携しています。
　普段は定期的に、我々医師と看護士が自宅又は施設を訪問し、診療します。
　患者様の病状変化にて、急を要する場合があります。別表⑵のように、福岡和白病院訪問看護ステーションとネットワー
クを作り、24 時間対応できる仕組みになっています。すなわち、在宅訪問診療は、自宅又は施設で、入院診療を受け

ているシステムです。
　救急を含めた急性の病気、慢性疾患の急性
変化は、当然、病院での入院加療となります。
回復期は、回復期リハビリテーション病院が、
慢性期は、在宅医療チームが予防医学は、健
診チームが担当します。
　医療の役割分担が必要な時代になりました。
この点を、みなさんに是非理解していただきた
いと思います。
　在宅にてきちんとした医療が提供できるよ
う、スタッフ一同頑張っておりますが、最後に
在宅で介護の世話をされている御家族の方々、
又は施設の介護スタッフの方々の愛情、日々の
努力により在宅訪問診療が支えられている事
を忘れてはいけない事を銘記してこの稿を終わ
ります。

「訪問診療」について
博修会　福岡和白総合健診クリニック　院長　山　永　義　之

当院の在宅療養ネットワーク

福岡和白総合健診クリニック
（在宅療養支援診療所）

605-6162

訪問看護ステーション
㈱シダー　あおぞらの里
和白訪問看護ステーション

605-7811
古賀訪問看護ステーション

940-2135

  患　　家
　　○在宅
　　○わじろの郷
　　○ラ・ナシカみとま
　　○ラ・ナシカちはや

福岡和白病院
（連携医療機関）
608-0001

○協力依頼（往診・緊急入院など）
○患者情報提供

訪問診療
往診訪問看護指示

訪問看護計画
・報告書

往診

訪問医療・往診依頼

訪問看護

医 療 法 人 社 団 　 博 修 会 　
福 岡 和 白 総 合 健 診 ク リ ニ ッ ク

 事　業　内　容 
○予防医学に関する分野全般
　・人間ドック《宿泊／日帰》
　　（PET ドック・脳ドック・循環器ドック・心臓ドック・肺癌ドック・
　　 生活習慣病ドック・レディースドック等）
　・ミニドック・政府管掌生活習慣病予防健診・歯科健診
　・巡廻健診（胸部レントゲン車・胃透視車）保有
　
○在宅医療に関する分野全般：在宅療養支援診療所
　・24 時間対応
　・医師と看護師による　定期的な訪問診療・随時訪問診療
　　（血圧測定・エコー検査・血液検査・薬の処方・注射　等）
　・人工呼吸器・中心静脈栄養法・経管栄養法・在宅酸素療法管理 等
　・在宅末期医療
　・訪問看護ステーション・介護サービス事業所との連携

※別表⑴

※別表⑵

医療法人財団 池友会 福岡和白病院

申請対象者

提供できる診療情報

●申請までの流れ

手続き

診療録等開示申請書 身分証明書

【受付時間】
1F医療相談窓口にて

詳細は1F医療相談窓口にてお知らせいたします

月～土 →8:00 17:00
印鑑 本人でない場合は委任状申請に必要な物

開示できない場合もございますので、ご了承ください。

お問い合わせ 1F医療相談窓口でお尋ね下さい。
お電話でのお問い合わせは T E L 092 -608 -0001

閲覧 カルテ1冊毎に210円

謄写交付
用紙1枚につき21円（A3判は42円）

フィルム1枚につき525円フィルム等のコピー

複写機により複写したもの

患者様本人

●基本料金

基本料金 実費

●実費
→開示申請1件につき 315円

開示に関する費用
●診療録（カルテ）  ●検査結果 

など・・・●レントゲンフィルム
※その他、診療を目的として、病院が作成した記録

開示致します

ご希望の方は
診療
情報カルテ を等( )

＋

申請申込書
の提出

開示委員会
にて検討

開示

1 2

1

2

１．思いやりのある、人権を尊重した医療を受ける権利があります。
２．�担当医師から症状及び治療方針について説明を受け、良く理解した上で自らの意志に基づき治療方法

を選択したり、セカンドオピニオンを求めたり、また治療を拒否する権利があります。
３．プライバシーを保護される配慮を受ける権利があります。
４．医療費の請求の明細について説明を受ける権利があります。　　
５．�より良い医療を受けられるよう医療従事者と協力し、積極的に医療に参加する権利と他の患者様や医

療従事者に支障を与えないよう配慮していただく義務があります。

患者様の権利と義務


